
【事業目的】

　　　　　　　　　　　出場区分：ポンプ車操法の部

9 款 1 項 2 目 目名称

（単年度事業）令和２年度

一 般 財 源そ の 他

事  業  期  間

上記のとおり
三会地区出場予定

〈３０年度〉
湯江地区出場

※県大会で優勝し全国大会へ出場

【事業概要】

科 目 非常備消防費

　　　　　　　　　　　出場地区：三会地区

地 方 債

816万8

事    業    名
【継続】

816万8

当 初 予 算 額
　　　　　　　財 　 源　  内 　 訳　

長崎県消防ポンプ操法大会出場経費
（単位：千円）

263P
7.安全で安心して暮らせる快適なまちづくり

当初予算書

来 年 度 以 降
事
業
計
画

前 年 度 ま で 今   年   度

市民安全課

長崎県消防ポンプ操法大会は、消防団員の消防技術の向上と、士気の高揚を図り、もって消防活動の進
歩、充実等消防団の活性化に資することを目的に開催されます。

　　≪　事業主体　≫　島原市(島原市消防団)

　　≪事業実施期間≫　大会期日：令和２年８月２日(日)　

隔年で実施
(令和４年度出場予定)

国  費 県  費

総 事 業 費

　　　　　　　　　　　訓練期間：令和２年５月中旬から大会までの期間(予定)

　　≪　事業内容　≫　大会名称：第３５回長崎県消防ポンプ操法大会

※前回大会の様子
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【事業目的】

（設置場所） （設置場所）

島原市字眉山5643番74 島原市有明町大三東丁1324番

9 款 1 項 3 目 目名称科 目 消防施設費

総 事 業 費（単年度事業）

事
業
計
画

前 年 度 ま で 今   年   度

H26年度  5分団、14分団管轄
H27年度  23分団管轄
H29年度  6分団、16分団管轄

【事業概要】

一 般 財 源そ の 他国  費 県  費

2,000万0

地 方 債

263P
7.安全で安心して暮らせる快適なまちづくり

当初予算書

市民安全課

来 年 度 以 降

事    業    名
【継続】

2,000万0

当 初 予 算 額
　　　　　　　財 　 源　  内 　 訳　

防火水槽設置（新設）事業
（単位：千円）

２基／隔年の設置を予定
（補助金申請の関係）

令和２年度事  業  期  間

R2年度  11分団、18分団管轄

　島原市における消防水利（消防活動に要する設備）の確保を図ります。

　緊急性及び必要性が高く、用地の確保ができた防火水槽（耐震性貯水槽）２基を設置
します。

② 消防団第１８分団管轄耐震性貯水槽① 消防団第１１分団管轄耐震性貯水槽
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【事業目的】

　 平成31年度購入　5分団消防ポンプ自動車

9 款 1 項 3 目 目名称

3分団消防ポンプ自動車購入費　2,200万円

【積算根拠】

各分団に配備している消防自動車のうち平成9年式の車両7台については、既に20年を経
過しているため故障が発生してきています。
しかし、車両が高額なため、単年度で大きな財政負担とならないよう、年次計画で車両
を更新します。
平成9年式の消防自動車のうち、前年度までに2台更新しており残り5台を令和6年度まで
に更新する予定です。

火災や災害時において確実に消防団活動が行えるよう、消防団各分団に配備している消
防自動車のうち、年式の古い車両を年次計画で更新します。

【参考写真】

市民安全課

事  業  期  間

R2年度　3分団

【現状・課題】

科 目 消防施設費

消防ポンプ自動車更新事業
（単位：千円）

一 般 財 源そ の 他国  費 県  費 地 方 債

2,200万0

263P
7.安全で安心して暮らせる快適なまちづくり

当初予算書

事    業    名
【継続】

当 初 予 算 額
　　　　　　　財 　 源　  内 　 訳　

1億4,270万0（複数年度事業）

2,200万0

平成３０年度～令和６年度 総 事 業 費

来 年 度 以 降
事
業
計
画

前 年 度 ま で

R3年度　10分団
R4年度　15分団
R5年度　16分団
R6年度　19分団

今   年   度

H30年度　14分団
R1年度　5分団
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【事業目的】
　長崎県において、島原市における洪水浸水想定区域及び、土砂災害警戒区域が指定

されることから住民周知のため、当該地域を盛り込んだ防災ハザードマップを作成し

防災・減災に努めます。

【事業概要】

　新しく洪水浸水想定区域、土砂災害警戒区域並びに特定農業用ため池が指定される

ため、津波災害警戒区域と合わせて島原市防災避難マップを作成し住民へ周知します。

【財源根拠】

　「大手川洪水浸水区域」の指定に伴うハザードマップ作製費用については、「社会

資本整備総合交付金（補助率1/2）の対象となるため、総事業費（702万2千円）のうち

大手川洪水ハザードマップ作製費用（620万5千円）の1/2（310万2千円）が社会資本

整備総合交付金として交付されます。

1、マップ作製のイメージ（原図ではありません）

洪水浸水想定区域

土砂災害警戒区域

土砂災害警特別戒区域

特定農業用ため池

津波災害警戒区域

9 款 1 項 4 目 目名称科 目 災害対策費

総 事 業 費（単年度事業）

事
業
計
画

前 年 度 ま で 今   年   度

長崎県が指定した土石流危
険渓流等を記載した防災避
難マップを全世帯に配布
し、周知を図っている。

一 般 財 源そ の 他国  費 県  費

310万2

地 方 債

392万0

265P
7.安全で安心して暮らせる快適なまちづくり

当初予算書

市民安全課

来 年 度 以 降

事    業    名
【新規】

702万2

当 初 予 算 額
　　　　　　　財 　 源　  内 　 訳　

ハザードマップ作製
（単位：千円）

新たに区域が指定された場合
や修正された場合は、随時
マップに反映させていく。

令和２年度事  業  期  間

県が新たに指定した水害浸水想
定区域、土砂災害警戒区域、並
びに特定農業用ため池を反映さ
せたハザードマップを作成し、
住民に周知する。
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【事業目的】

・専門講師を招いてのリーダー研修会

・先進地視察

・地域防災マップの作成、初期消火訓練、防災講話、出前講座

・自主防災組織の防災活動への助成

【積算根拠】

・自主防災会研修費 70万6千円

・地域防災マップ作成費 45万円

・自主防災組織活動補助金 100万円

【イメージ図】

   自主防災会と消防連携   先進地視察

9 款 1 項 4 目 目名称

今   年   度
まず安中地区自主防災会の組織
の再編を図り、研修会、先進地
視察、避難訓練、初期消火訓練
等を実施した。

事
業
計
画

【事業概要】

自主防災会長会義

災害対策費

全地区で自主防災会の組織再編
が行われ、自主防災会の充実強
化が図られるまで継続して実施
する。

自主防災会の組織の再編を進め
るとともに、自主防災会の活動
補助金を交付し、組織の充実・
強化を図る。

前 年 度 ま で

市民安全課

来 年 度 以 降

初期消火訓練

265P
7.安全で安心して暮らせる快適なまちづくり

当初予算書

　大型化する自然災害等に備えるためには、『自助・共助』の充実強化が最重要であるこ
とから、昨年、安中地区自主防災会の組織再編等を実施しました。今年度も引き続き、安
中地区以外の自主防災会組織の再編に取組むと共に、自主防災組織への活動助成金を新た
に整備し、自主防災会ごとのマップ作成や避難訓練等への取組みを奨励し、組織の活性化
に努めます。

科 目

県  費

事    業    名
【継続】

170万6

総 事 業 費

自主防災会組織強化事業

地 方 債

45万0

一 般 財 源そ の 他国  費

（単位：千円）

令和元年度～事  業  期  間

   防災倉庫と資機材

215万6

当 初 予 算 額
　　　　　　　財 　 源　  内 　 訳　
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